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特
集

新たな一歩を踏み出す
自治体の国際交流
　相互の地域の発展と国際的な親善などを目的に、多くの自治体で姉妹都市提携が結ばれ、使節団や
中高生の相互派遣など、さまざまな国際交流事業が行われています。
　特集では、学識者から、姉妹都市提携を基盤とした自治体の国際交流事業の実態や、交流を後押し
する諸制度の概要などについて寄稿いただきました。また、歴史的背景を土台に、市民参加を促しな
がら進めてきた姉妹都市交流、アントレプレナーシップ教育の推進など、子ども・若者への新たな教育
機会の創出を目指した国際交流、親善使節団の相互派遣をはじめ、半世紀にわたり市民主体で展開
してきた姉妹都市交流など、海外の都市と積極的に国際交流を進める都市自治体の取り組みを紹介
します。

寄稿 1 自治体の国際交流を効果的に進めるために
早稲田大学政治経済学術院教授　縣　公一郎

寄稿2
三沢市の国際交流の実践
太平洋を越えた絆と未来への投資
三沢市長　小檜山吉紀

寄稿3
地方都市の未来を拓く
「宇陀×エストニアプロジェクト」
宇陀市長　金剛一智

寄稿4
友好の絆を次の世代へ
～ドイツ・リューネブルク市との姉妹都市盟約締結50周年を迎えて～
鳴門市長　泉　理彦
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1寄稿

自
治
体
の
国
際
交
流
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め
に

早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
術
院
教
授　

縣あ
が
た　
公こ

う
い
ち
ろ
う

一
郎

　
は
じ
め
に

　

日
本
に
お
け
る
地
方
自
治
体
に
よ
る
国
際
交
流
を

考
え
る
場
合
、
日
本
国
内
に
お
け
る
交
流
を
中
心
と

す
る
場
合
と
、
日
本
国
外
で
の
交
流
を
中
心
と
す
る

場
合
と
に
大
別
さ
れ
よ
う
。
前
者
で
は
、
と
り
わ
け

多
文
化
共
生
と
い
う
概
念
の
下
、
国
内
在
住
非
日
本

人
と
の
異
文
化
間
の
交
流
を
通
じ
て
、
国
内
か
ら
国
際

相
互
理
解
を
深
化
さ
せ
る
試
み
と
理
解
さ
れ
得
る
ⅰ
。

他
方
後
者
で
は
、
前
者
を
包
摂
す
る
場
合
が
あ
る
が
、

主
と
し
て
、
海
外
の
自
治
体
と
の
交
流
を
、
国
内
も

し
く
は
国
外
に
て
展
開
す
る
こ
と
と
理
解
し
た
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
後
者
に
お
け
る
自
治
体
に
よ
る

国
際
交
流
を
念
頭
に
置
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

　
自
治
体
を
中
心
と
し
た
国
際
交
流
主
体

　

自
治
体
が
主
体
的
に
国
際
交
流
を
展
開
す
る
際
の

制
度
主
体
と
し
て
、
少
な
く
と
も
、
自
治
体
自
身
に

よ
る
姉
妹
都
市
提
携
、
そ
し
て
自
治
体
に
関
連
し
た

国
際
交
流
活
動
団
体
を
挙
げ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ

う
。
前
者
は
、
人
材
、
物
資
、
資
金
な
ど
の
国
際
的

交
流
に
よ
り
、
自
治
体
双
方
の
地
域
発
展
と
国
際
友

好
関
係
の
構
築
を
目
的
と
し
て
、
信
頼
に
基
づ
い
た

複
数
地
域
間
の
対
等
な
提
携
と
考
え
ら
れ
よ
う
ⅱ
。

他
方
後
者
は
、
異
な
る
文
化
を
持
つ
人
々
相
互
で
行

わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
、
意
識
的
・
意
図
的
な

非
営
利
活
動
と
し
て
展
開
す
る
団
体
と
考
え
ら
れ
よ

う
ⅲ
。
こ
れ
ら
の
団
体
の
多
く
は
任
意
団
体
と
し
て

設
立
さ
れ
、
公
益
な
い
し
一
般
の
財
団
・
社
団
法
人

な
ど
法
人
格
を
有
す
る
場
合
も
あ
る
。
２
０
２
４
年

の
段
階
で
、
全
都
道
府
県
に
て
、
そ
し
て
総
数

１
７
４
１
市
区
町
村
の
う
ち
約
43
％
に
て
固
有
の
国

際
交
流
活
動
団
体
が
設
立
さ
れ
て
い
る
ⅳ
。
具
体
的

な
国
際
交
流
の
展
開
は
、
各
自
治
体
お
よ
び
活
動
団

体
の
単
独
、
な
い
し
は
相
互
協
力
の
う
ち
に
展
開
さ

れ
る
。

　
国
際
交
流
の
展
開

　

各
自
治
体
が
単
独
で
交
流
展
開
す
る
場
合
、
他
国

自
治
体
と
の
姉
妹
都
市
提
携
を
基
盤
と
す
る
こ
と
が

多
い
。
図
１
は
、
姉
妹
都
市
提
携
の
時
系
列
的
増
加

を
示
し
て
い
る
ⅴ
。
傾
向
と
し
て
、
本
年
度
ま
で
、

感
染
症
の
到
来
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
常
に
右
肩
上
が

り
で
提
携
数
が
増
加
し
て
き
た
。
こ
れ
は
、
提
携
関

図1  姉妹都市提携数の推移
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係
が
交
流
の
基
底
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
昨

年
１
８
３
１
件
の
う
ち
、
提
携
主
体
で
は
、
44
都
道

府
県
が
合
計
１
７
４
件
、
お
よ
び
８
６
０
市
区
町
村

が
合
計
１
６
５
７
件
で
あ
る
ⅵ
。
平
均
値
と
し
て
、

一
都
道
府
県
４
件
弱
、
お
よ
び
一
市
区
町
村
２
件
弱

で
あ
る
。
提
携
対
象
で
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
が
約
38
％

と
最
大
で
、
ア
メ
リ
カ
諸
国
約
34
％
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
約
20
％
、
太
平
洋
諸
国
約
９
％
、
そ
し
て
ア
フ

リ
カ
諸
国
１
％
以
下
と
な
っ
て
い
る
ⅶ
。

　

こ
う
し
た
制
度
的
枠
組
み
の
下
で
展
開
さ
れ
て
い

る
具
体
的
な
姉
妹
交
流
事
業
に
つ
い
て
、
少
な
く
と

も
１
９
９
６
年
以
降
一
定
の
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
調
査
結
果
に
基
づ
い
た
交
流
事
業
件
数
の
推
移

を
示
し
た
も
の
が
、
図
２
で
あ
る
ⅷ
。
現
在
ま
で
の

期
間
、
１
９
９
８
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
い
っ
た
ん

２
０
０
９
年
ま
で
件
数
が
半
減
し
た
後
、
２
０
１
９

年
ま
で
回
復
傾
向
が
続
い
て
、
２
０
２
０
年
の
感
染

症
到
来
に
よ
る
激
減
を
迎
え
て
い
る
。
そ
れ
以
降
、

２
０
２
３
年
に
は
感
染
症
以
前
の
８
割
弱
の
状
況
ま

で
回
復
し
て
い
る
。
こ
の
展
開
を
見
る
限
り
、
姉
妹

都
市
提
携
と
い
う
制
度
そ
の
も
の
が
、
自
治
体
の
国

際
交
流
展
開
の
重
要
な
基
盤
と
な
っ
て
い
る
、
と
判

断
で
き
よ
う
。

　

こ
れ
ら
の
交
流
事
業
に
お
い
て
は
、
日
本
と
海
外

の
自
治
体
間
の
関
係
に
関
し
、
少
な
く
と
も
３
類
型

が
区
分
さ
れ
得
る
ⅸ
。
日
本
の
一
自
治
体
か
ら
見
た

場
合
、
他
国
の
一
自
治
体
と
の
交
流
、
他
国
の
複
数

自
治
体
と
の
交
流
、
お
よ
び
複
数
他
国
の
一
な
い
し

複
数
の
自
治
体
と
の
交
流
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
、
一

対
一
型
、
一
対
複
型
、
一
対
多
型
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、

交
流
発
展
の
理
念
的
原
型
と
し
て
は
、
一
対
一
型
か

ら
開
始
さ
れ
、
相
手
国
内
で
の
複
数
の
自
治
体
に
波

及
し
て
一
対
複
型
と
な
り
、
そ
の
交
流
関
係
が
複
数

国
へ
展
開
さ
れ
て
一
対
多
型
に
及
ん
だ
、
と
考
え
ら

れ
る
。
さ
ら
に
、
日
本
側
の
自
治
体
が
単
独
に
限
ら

れ
る
必
要
は
な
い
。
一
対
多
型
に
及
ん
だ
場
合
、
日

本
側
で
の
複
数
自
治
体
の
包
摂
を
も
含
め
て
、
結
局

は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
た
形
と
な
り
、
複
数
国

間
の
国
際
交
流
を
体
現
し
得
る
。
自
治
体
の
国
際
交

流
は
、
こ
う
し
た
発
展
可
能
性
を
内
包
し
て
い
る
。

　

具
体
的
な
国
際
交
流
活
動
は
、
あ
る
調
査
で
は
、

教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
、

経
済
、
行
政
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
な
ど
に
分
類
さ
れ
て

い
る
。
２
０
２
３
年
の
都
道
府
県
と
市
区
町
村
を
総

じ
て
み
る
と
、
行
政
交
流
が
31
％
強
、
教
育
交
流
が

27
％
強
に
て
多
く
を
占
め
、
さ
ら
に
は
、
経
済
交
流

が
14
％
、
文
化
交
流
が
13
％
強
な
ど
、
と
い
っ
た
分

野
で
交
流
が
展
開
さ
れ
て
い
る
ⅹ

。

　
国
際
交
流
の
促
進

　

こ
う
し
た
国
際
交
流
進
展
の
背
景
と
な
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
制
度
と
し
て
、
自
治
体
国
際
化
協
会

（C
lair

）が
行
っ
て
い
る
国
際
交
流
支
援
事
業
、
お
よ

び
同
協
会
が
総
務
省
と
共
催
に
て
行
う
自
治
体
国
際

交
流
表
彰
事
業
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
者
は
、
２
０
１
５

年
度
以
降
、
拡
大
や
発
展
の
見
込
ま
れ
る
一
定
規
模

の
自
治
体
国
際
交
流
事
業
に
対
し
て
、
５
０
０
万
円

を
上
限
と
し
て
総
事
業
費
の
半
額
以
内
を
助
成
す
る

制
度
で
あ
る
。
こ
の
前
身
制
度
は
、
２
０
０
７
年
に

発
し
て
い
る
。
他
方
後
者
は
、
２
０
０
７
年
設
立
に

て
、
日
本
と
海
外
の
自
治
体
相
互
の
国
際
交
流
活
動

で
、
創
意
と
工
夫
に
富
ん
だ
事
例
を
、
毎
年
３
件
ず

つ
表
彰
す
る
制
度
で
あ
る
ⅺ
。

 　

両
制
度
に
直
接
の
関
連
性
は
な
い
が
、
支
援
制

度
が
開
始
さ
れ
た
２
０
１
５
年
以
降
に
関
し
、
公
表

さ
れ
て
い
る
支
援
事
業
で
の
受
給
自
治
体
数
と
、
表

彰
事
業
の
応
募
自
治
体
数（
総
数
は
未
公
表
）を
対
照

し
、
そ
の
結
果
を
表
に
ま
と
め
て
み
た
ⅻ
。
毎
年
の

支
援
事
業
に
お
け
る
受
給
自
治
体
の
う
ち
、
直
接
関

連
と
は
、
あ
る
自
治
体
も
し
く
は
交
流
団
体
が
、
同

一
の
海
外
自
治
体
を
提
携
相
手
と
し
て
、
支
援
事
業

お
よ
び
表
彰
事
業
に
応
募
し
た
場
合
を
指
し
、
他

方
、
間
接
関
連
と
は
、
当
該
組
織
が
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々

の
提
携
相
手
を
前
提
に
、
両
制
度
に
応
募
し
た
場
合

図2  姉妹提携事業の展開
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を
意
味
し
て
い
る
。
支
援
事
業
が
表
彰
事
業
へ
の

応
募
促
進
を
必
ず
し
も
意
図
し
て
は
い
な
い
と
思
わ

れ
る
も
の
の
、
直
接
関
連
の
事
例
で
は
、
支
援
事
業

に
よ
る
助
成
を
得
た
後
、
表
彰
事
業
に
応
募
し
た
場

合
が
散
見
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
直
接
関
連
で
あ
れ
、
間

接
関
連
で
あ
れ
、
自
治
体
の
国
際
交
流
が
促
さ
れ
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
得
る
。
２
０
２
０
年
は
、
感
染

症
故
に
、
実
施
さ
れ
た
支
援
事
業
が
激
減
し
、
両
制

度
間
の
直
接
・
間
接
関
連
は
例
外
的
に
減
少
し
て
い

る
が
、
そ
れ
以
外
は
一
定
の
関
連
性
が
見
出
さ
れ

よ
う
。
そ
し
て
、
特
に
表
彰
対
象
事
業
は
同
協
会

に
よ
っ
て
毎
年
３
件
ず
つ
紹
介
さ
れ
、
模
範
事
例

と
な
っ
て
い
る

xiii
。

　
お
わ
り
に

　

自
治
体
の
国
際
交
流
は
、
姉
妹
都
市
提
携
を
基
盤

と
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
交
流
団
体
か
ら
の

協
力
を
受
け
つ
つ
、
感
染
症
到
来
の
影
響
に
よ
っ
て
、

一
時
期
縮
小
さ
れ
な
が
ら
も
、
順
調
に
再
開
さ
れ
て

い
る
と
言
え
よ
う
。
海
外
の
交
流
対
象
は
、
一
定
地

域
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
世
界
中
に
及
び
、
交
流
内

容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
国
際
交
流

促
進
の
一
助
と
な
っ
て
い
る
制
度
に
、
国
際
交
流
支

援
事
業
、
お
よ
び
国
際
交
流
表
彰
が
挙
げ
ら
れ
、
こ

こ
で
の
模
範
事
例
は
、
今
後
さ
ら
に
国
際
交
流
を
展

開
し
よ
う
と
す
る
各
自
治
体
に
と
っ
て
、
重
要
な
参

照
標
準
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

こ
う
し
た
制
度
を
中
心
と
し
て
、
各
自
治
体
が
情
報・

経
験
交
換
を
行
う
こ
と
が
、
全
体
と
し
て
の
国
際
交

流
進
捗
に
寄
与
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
後

の
さ
ら
な
る
創
意
工
夫
が
期
待
さ
れ
る
。

ⅰ �
例
え
ば
、
総
務
省
が
認
定
す
る
地
域
国
際
化
協
会
に
よ
る

活
動
や
、
総
務
省
、
外
務
省
、
そ
し
て
文
部
科
学
省
等
の

協
力
で
展
開
さ
れ
る
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
活
動
が

挙
げ
ら
れ
る
。https://w

w
w

.clair.or.jp/j/m
ulticulture/

association/rliea.htm
l

、
お
よ
びhttps://w

w
w

.soum
u.

go.jp/kokusai/kouryu_JET.htm
l

を
参
照
。

ⅱ �

毛
受
敏
浩
編
著
、
２
０
０
３
、『
国
際
交
流
・
協
力
活
動

入
門
講
座
Ⅰ　

草
の
根
の
国
際
交
流
と
国
際
協
力
』
48
頁

を
参
照
。

ⅲ �

国
際
交
流
基
金
、
２
０
０
０
、『
日
本
の
国
際
交
流
活
動

団
体
の
現
状
』、in: https://w

w
w

.jpf.go.jp/j/about/
survey/katsudo/pdf/2000.pdf

を
参
照
。

ⅳ �

自
治
体
国
際
化
協
会（C

lair

）が
、
２
０
２
４
年
４
月
で
把

捉
し
て
い
る
状
況
の
数
値
に
基
づ
く
。https://w

w
w

.
clair.or.jp/tabunka/portal/associations/54a1bb
7c765dfd0aaeeacc617312305f_1.xlsx

を
参
照
。

ⅴ �C
lair

、２
０
２
４（
１
）、「
姉
妹（
友
好
）提
携
情
報
」に
お
け
る

図
を
基
盤
に
、
最
新
数
値
を
加
え
て
作
成
し
た
。https://

w
w

w
.clair.or.jp/j/exchange/shim

ai/

を
参
照
。

ⅵ �Clair

、
２
０
２
４（
２
）、「
都
道
府
県
別
姉
妹
提
携
自
治
体

数
お
よ
び
提
携
件
数
」、in: https://w

w
w

.clair.or.jp/j/
exchange/shim

ai/prefectures/

を
参
照
。

ⅶ �Clair

、
２
０
２
４（
３
）、「
相
手
国・地
域
別
姉
妹
提
携
数
」、

in: https://w
w

w
.clair.or.jp/j/exchange/shim

ai/
countries/

を
参
照
。

ⅷ �C
lair

、
２
０
２
４
（
４
）、「
自
治
体
の
国
際
交
流
事
業
に

関
す
る
調
査
（
結
果
）
に
つ
い
て
」
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
歴

年
調
査
結
果
内
容
を
相
互
照
合
し
、
可
能
な
限
り
斉
合
的

に
積
算
し
た
。 https://w

w
w

.clair.or.jp/j/exchange/
jirei/chousa.htm

l#reiw
a6nenkekka

を
参
照
。

ⅸ �

拙
稿
２
０
２
３
、「
自
治
体
に
よ
る
国
際
交
流
・
海
外
活

動
」、
自
治
体
国
際
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
４
０
４
号
所
収
、
２︲５

頁
。

ⅹ �Clair

、
２
０
２
４
（
５
）、「
自
治
体
の
国
際
交
流
に
つ
い
て

（
結
果
概
要
）」
に
基
づ
き
、
概
算
し
た
。https://w

w
w

.
clair.or.jp/j/exchange/docs/400b232dadb70cd
a910104338cf8449b_5.pdf

を
参
照
。

ⅺ �C
lair

、
２
０
２
４（
７
）、「
自
治
体
国
際
交
流
表
彰（
総
務

大
臣
賞
）」、in: https://w

w
w

.clair.or.jp/j/exchange/
shien/hyoushou.htm

l

を
参
照
。

ⅻ �Clair

、
２
０
２
４
（
６
）、「
国
際
交
流
支
援
事
業
」
に
お
い

て
２
０
１
５
年
以
降
に
展
開
さ
れ
た
支
援
と
、
同
協
会
に

よ
る
国
際
交
流
表
彰
審
査
委
員
会
内
部
資
料
を
照
合
し
て

作
成
し
た
。
な
お
各
数
値
に
つ
い
て
、
同
協
会
に
確
認
の

上
、W

eb

掲
載
部
分
に
修
正
し
た
部
分
が
あ
る
。https://

w
w

w
.clair.or.jp/j/exchange/shien/page-5.htm

l

を

参
照
。

xiii 

ⅻ
と
同
一
箇
所
を
参
照
。

（
上
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
、
全
て
２
０
２
４
年
12
月
24
日
閲
覧
可
能
）

表  国際交流支援事業と表彰応募の関連性
支援事業数 直接関連 間接関連

2015 25 6 5

2016 30 7 3

2017 20 4 2

2018 23 ６ 3

2019 30 3 9

2020 5 0 1

2021 29 6 10

2022 25 2 6

2023 30 8 7

2024 45＊ 10 7

＊本稿執筆時点で未助成の１件が含まれている
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三
沢
市
の
国
際
交
流
の
実
践

太
平
洋
を
越
え
た
絆
と
未
来
へ
の
投
資

2寄稿

三み
さ
わ沢

市
長（
青
森
県
）　

小こ
ひ
や
ま

檜
山
吉よ

し
の
り紀

　
は
じ
め
に

　

昭
和
33
年
に
市
制
を
施
行
し
た
三
沢
市
は
、
青
森

県
の
東
部
に
位
置
し
、
東
西
約
11
㎞
、
南
北
約
25
㎞
、

面
積
約
１
２
０
㎢
の
平
た
ん
地
で
あ
る
。
江
戸
時
代

に
は
、
こ
の
地
形
を
生
か
し
、
藩
政
牧
場
の
「
木
崎

の
牧
」
と
し
て
、
南
部
藩
最
大
の
馬
の
放
牧
場
と
し

て
先
人
の
生
活
を
支
え
た
。
昭
和
に
入
る
と
、
日
本

海
軍
飛
行
場
が
開
設
さ
れ
、
戦
後
は
米
軍
に
接
収
さ

れ
た
こ
と
で
、
米
軍
三
沢
基
地
と
し
て
、
基
地
に
関

わ
る
人
た
ち
の
生
活
の
場
と
し
て
大
き
く
変
貌
を
遂

げ
た
。
現
在
は
、「
未
来
へ
つ
な
ぐ　

心
安
ら
ぐ　

国

際
文
化
都
市
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
全
国
有
数
の

航
空
施
設
が
あ
る
大
空
の
ま
ち
と
し
て
、
約
３
万 

８
０
０
０
人
の
人
口
に
加
え
、
多
く
の
米
軍
人
、
軍

属
お
よ
び
そ
の
家
族
が
暮
ら
す
異
国
情
緒
漂
う
国
際

都
市
と
し
て
独
自
性
の
高
い
発
展
を
持
続
す
る
ま
ち

で
あ
る
と
自
負
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
昭
和
６
年
、
世
界
初
の
太
平
洋
無
着
陸
横

断
飛
行
を
成
功
さ
せ
た「
ミ
ス
・
ビ
ー
ド
ル
号
」の
出

発
地
で
も
あ
る
が
、
こ
の
偉
業
が
本
市
の
姉
妹
都
市

提
携
に
深
く
影
響
を
与
え
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
本

市
と
姉
妹
都
市
で
あ
る
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
ウ
ェ

ナ
ッ
チ
市
お
よ
び
東
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
市
と
の
交
流
、
そ

の
経
緯
、
そ
し
て
具
体
的
な
取
り
組
み
と
今
後
の
展

望
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

　
姉
妹
都
市
締
結
に
至
る
経
緯

ミ
ス
・
ビ
ー
ド
ル
号
に
よ
る
歴
史
的
偉
業

　

昭
和
６
年
、
ク
ラ
イ
ド
・
パ
ン
グ
ボ
ー
ン
と

ヒ
ュ
ー
・
ハ
ー
ン
ド
ン
と
い
う
２
人
の
米
国
人
飛
行

士
が
操
縦
す
る「
ミ
ス
・
ビ
ー
ド
ル
号
」が
太
平
洋
無

着
陸
横
断
飛
行
に
成
功
し
た
。
ミ
ス
・
ビ
ー
ド
ル
号

は
、
前
述
し
た
地
形
に
加
え
、
陸
か
ら
流
れ
た
粘
土

と
砂
鉄
が
交
じ
っ
た
固
い
地
盤
を
持
つ
本
市
の
淋さ
び
し
ろ代

海
岸
か
ら
飛
び
立
ち
、
約
41
時
間
を
経
て
米
国
ワ
シ

ン
ト
ン
州
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
（
後
の
東
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
市
）
に

胴
体
着
陸
し
た
。
こ
の
歴
史
的
偉
業
が
交
流
の
原
点

と
な
っ
た
。

　

半
世
紀
の
時
を
経
て
、
昭
和
56
年
５
月
に
本
市
の

代
表
団
が
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
を
訪
問
し
、
姉
妹
都
市
締
結

交
渉
に
当
た
り
、
帰
国
後
９
月
に
は
「
三
沢
市
姉
妹

都
市
委
員
会
」を

発
足
し
た
。
同

年
10
月
、
ウ
ェ

ナ
ッ
チ
市
の
派

遣
団
が
来
日
し
、

偉
業
達
成
50
周

年
を
契
機
に
、

ミ
ス
・
ビ
ー
ド

ル
号
が
淋
代
海

岸
を
飛
び
立
っ

た
10
月
４
日
に
、
本
市
と
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
市
の
姉
妹
都

市
締
結
の
調
印
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
平
成
13
年
に

は
、
ミ
ス
・
ビ
ー
ド
ル
号
の
太
平
洋
無
着
陸
横
断
飛

行
70
周
年
を
記
念
し
て
、
ミ
ス
・
ビ
ー
ド
ル
号
の
着

陸
地
で
あ
っ
た
東
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
市（
当
時
は
ウ
ェ
ナ
ッ

チ
）
と
の
間
に
お
い
て
も
、
姉
妹
都
市
を
締
結
し
て

い
る
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

姉
妹
都
市
交
流
事
業
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と

し
て
次
の
３
事
業
を
紹
介
し
た
い
。

姉妹都市友好宣言書調印式（令和5年8月）
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⑴
三
沢
姉
妹
都
市
友
好
親
善
使
節
団
の
派
遣

　

昭
和
56
年
の
姉
妹
都
市
締
結
以
後
、
世
界
情
勢
の

悪
化
や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
理
由
と
し
た
渡
航
制
限
な

ど
に
よ
る
派
遣
の
断
念
を
除
き
、
毎
年
、
ウ
ェ
ナ
ッ

チ
バ
レ
ー
（
コ
ロ
ン
ビ
ア
川
を
挟
む
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
市
、

東
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
市
エ
リ
ア
の
呼
称
）
へ
の
友
好
親
善

使
節
団
の
派
遣
を
行
っ
て
い
る
。

　

派
遣
団
は
、
団
長
を
担
う
市
長
や
副
市
長
、
教
育

長
な
ど
を
は
じ
め
、
文
化
交
流
員
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流

員
な
ど
の
一
般
団
員
、
市
議
会
議
員
に
加
え
、
中
学

生
大
使
で
構
成
さ
れ
る
。

　

交
流
内
容
は
、
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
市
で
開
催
さ
れ
る
ワ

シ
ン
ト
ン
州
の「
ア
ッ
プ
ル
・
ブ
ラ
ッ
サ
ム
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」パ
レ
ー
ド
へ
の
参
加
や
、
現
地
の
小
学
校

へ
の
訪
問
に
よ
る
折
り
紙
の
レ
ク
チ
ャ
ー
な
ど
の
日

本
文
化
の
紹
介
、
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
バ
レ
ー
の
自
然
を
満

喫
す
る
カ
ヌ
ー
体
験
、
ミ
ス
・
ビ
ー
ド
ル
号
の
復
元

機
見
学
・
小
型
飛
行
機
体
験
搭
乗
な
ど
で
あ
る
。
特

に
中
学
生
大
使
に
お
い
て
は
、
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
バ
レ
ー

で
の
滞
在
を
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
費
や
す
こ
と
で
、

自
身
の
英
語
力
を
確
認
し
、
向
上
を
図
る
こ
と
が
で

き
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
令
和
６
年
12
月
現
在
の
、
使

節
団
員
は
、
８
３
６
人
（
う
ち
学
生
大
使
は
３
４
９

人
）を
数
え
る
。

⑵�

ウ
ェ
ナ
ッ
チ
バ
レ
ー
姉
妹
都
市
友
好
親
善
使
節
団

の
受
け
入
れ

　

ウ
ェ
ナ
ッ
チ
バ
レ
ー
か
ら
の
使
節
団
の
受
け
入
れ

は
、
団
員
全
員
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、
三

沢
市
姉
妹
都
市
委
員
会
の
提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

沿
っ
て
、
市
民
と
の
交
流
を
図
っ
て
い
る
。

●
令
和
６
年
受
け
入
れ
時
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

①�

市
内
見
学
…
市
役
所
訪
問
、
ミ
ス
・
ビ
ー
ド
ル
号

離
陸
地
見
学
、
魚
市
場
の
セ
リ
見
学
な
ど

②�

県
内
の
施
設
な
ど
見
学
…
八
幡
馬
の
絵
付
け
体
験

（
八
戸
市
）、
足
湯
体
験
・
ね
ぶ
た
跳は
ね
と人
体
験
（
青

森
市
）

③�

学
校
訪
問
…
中
学
生
か
ら
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
ダ

ン
ス
、
合
唱
に
よ
る
交
流

④�

日
本
文
化
体
験
…
着
物（
甚
平
）の
着
付
け
、
手
巻

き
ず
し
調
理
、
民
謡
・
手
踊
り
・
書
道
・
琴
体
験

な
ど

　

こ
れ
ま
で
の
総
受
け
入
れ
人
数
は
、
５
７
３
人
で

あ
る
。

⑶
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
バ
レ
ー
カ
レ
ッ
ジ
英
語
研
修
派
遣

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
英
語
の
重
要
性
が
高
ま

る
中
で
、
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
バ
レ
ー
と
の
長
年
に
わ
た
る

姉
妹
都
市
関
係
を
基
盤
と
し
、
国
際
感
覚
の
醸
成
と

語
学
に
対
す
る
向
上
心
の
涵か
ん
よ
う養

を
図
り
、
国
際
社
会

に
お
け
る
地
域
の
次
代
を
担
う
人
材
の
育
成
と
、
将

来
に
わ
た
る
姉
妹
都
市
関
係
の
一
層
の
発
展
を
目
的

と
し
て
、
市
内
在
住
の
高
校
生
を
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
バ

レ
ー
カ
レ
ッ
ジ（
公
立
短
期
大
学
）の
英
語
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
派
遣
し
て
い
る
。
現
地
滞
在
中
は
、
ウ
ェ

ナ
ッ
チ
バ
レ
ー
カ
レ
ッ
ジ
の
寮
に
宿
泊
し
、
英
語
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
学
習
や
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
体

験
を
行
う
ほ
か
、
各
種
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
通
し
て
、

国
際
感
覚
の
醸
成
と
語
学
力
の
向
上
を
図
っ
て
い

る
。
平
成
28
年
か
ら
実
施
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
３
カ
年

（
令
和
２
年
～
４
年
）
を
除
き
計
５
回
の
実
施
に
よ

り
、
81
名
の
高
校
生
を
派
遣
し
て
い
る
。

　
独
自
の
取
り
組
み

⑴
姉
妹
都
市
委
員
会
の
存
在

　

こ
れ
ら
姉
妹
都
市
間
に
お
け
る
友
好
親
善
の
一
翼

を
担
っ
て
い
る
の
が
、
姉
妹
都
市
締
結
事
業
の
推
進

と
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
市
・
東
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
市
と
の
友
好
親
善

を
将
来
に
わ
た
っ
て
継
続
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
に
設
置
さ
れ
た
、
三
沢
市
姉
妹
都
市
委
員
会
で
あ

る
。
国
際
奉
仕
団
体
、
国
際
交
流
団
体
、
経
済
団
体
、

社
会
教
育
団
体
な
ど
の
構
成
員
で
組
織
さ
れ
、
使
節

団
派
遣
・
受
け
入
れ
、
交
流
事
業
の
企
画
・
運
営
を

担
い
、
市
民
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
活
動
を
展
開

し
て
い
る
。
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
に
参
画
し
て姉妹都市友好親善使節団歓迎セレモニー（令和6年10月）
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も
ら
う
こ
と
で
、
受
け
入
れ
時
期
に
応
じ
た
体
験
型

の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
や
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

交
流
員
の
派
遣
選
定
な
ど
が
実
施
で
き
て
い
る
。

⑵
市
民
を
巻
き
込
む
施
策

　

ウ
ェ
ナ
ッ
チ
市
と
の
姉
妹
都
市
締
結
か
ら
本
年
で

45
年
目
を
迎
え
る
も
の
の
、
当
然
、
全
市
民
が
姉
妹

都
市
の
存
在
、
そ
し
て
、
こ
の
交
流
事
業
を
認
識
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
交
流
事
業
の
周
知
を

図
り
、
い
か
に
市
民
参
加
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
か

を
重
要
視
し
て
い
る
。

　

姉
妹
都
市
使
節
団
の
受
け
入
れ
に
際
し
、
歓
迎
セ

レ
モ
ニ
ー
の
実
施
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
が
、
本
市

で
は
、
市
内
の
幼
稚
園
の
協
力
を
得
て
、
園
児
に
よ

る
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
と
、
歌
な
ど
に
よ
る
出
迎
え
を

行
っ
て
い
る
。
園
児
に
と
っ
て
は
、
歓
迎
時
の
異
国

の
使
節
団
の
笑
顔
が
思
い
出
に
な
り
、
自
然
な
形
で

行
わ
れ
る
国
際
交
流
は
、
将
来
の
財
産
に
な
る
と
考

え
る
。
ま
た
、
わ
が
子
の
姿
を
見
る
た
め
に
足
を
運

ぶ
保
護
者
に
対
し
、
使
節
団
の
来
訪
と
交
流
事
業
の

存
在
を
周
知
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど
の
当
事
者
だ
け
が
関
与
す
る

の
で
は
な
く
、
多
く
の
市
民
を
巻
き
込
む
こ
と
で
、

市
を
挙
げ
た
姉
妹
都
市
交
流
を
継
続
し
て
い
る
。

　
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

⑴
課
題

①
関
係
者
の
高
齢
化

　

姉
妹
都
市
交
流
事
業
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い

が
、
事
業
の
企
画
や
運
営
を
担
う
姉
妹
都
市
委
員
会

の
人
材
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
高
齢
化
は
深
刻
な

問
題
で
あ
る
。
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
バ
レ
ー
姉
妹
都
市
協
会

に
お
い
て
も
同
様
の
懸
念
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
互
い

に
経
験
や
知
識
を
引
き
継
ぐ
担
い
手
の
育
成
は
急
務

で
あ
る
。
何
よ
り
こ
こ
ま
で
に
至
る
先
人
の
〝
思
い
〟

の
重
さ
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

手
法
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
。

②
派
遣
費
用
の
高
騰

　

本
交
流
事
業
は
物
理
的
な
距
離
や
渡
航
費
用
が
大

き
な
壁
と
な
っ
て
い
る
。
中
学
生
１
人
に
要
す
る
派

遣
費
用
は
、
こ
の
10
年
余
り
で
数
倍
に
高
騰
し
て
い

る
。
本
市
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
生
徒
に
対
し
て
そ
の
扉

を
開
く
た
め
、
自
己
負
担
を
数
万
円
に
設
定
し
事
業

を
行
っ
て
き
た
が
、
持
続
可
能
な
事
業
の
運
営
の
た

め
、
財
源
の
捻
出
や
、
交
流
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
を
重
ね
た
い
。

⑵
展
望

①
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
の
活
用

　

コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
さ
れ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
を
単

に
対
面
交
流
の
代
替
事
業
で
終
え
る
の
で
は
な
く
、

相
互
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
継
続
し
た
関
係
構

築
に
活
用
し
た
い
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
持
続
性
の

あ
る
個
人
レ
ベ
ル
の
姉
妹
都
市
交
流
ツ
ー
ル
と
し
て

後
押
し
し
た
い
と
考
え
る
。

②
交
流
事
業
の
多
様
化

　

本
年
度
の
使
節
団
受
け
入
れ
時
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
や
本
市
の
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
機

会
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
文
化
交
流
や
異
文
化

理
解
の
名
の
下
に
、
観
光
を
強
化
し
た
形
の
交
流
が

メ
イ
ン
で
あ
っ
た
が
、
都
市
間
レ
ベ
ル
で
の
環
境
問

題
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
関
す
る
分
野
な
ど
の
問
題
把

握
、
意
見
交
換
を
進
め
、
時
代
に
即
し
た
一
歩
進
ん

だ
グ
ロ
ー
バ
ル
な
交
流
を
推
進
す
る
可
能
性
に
期
待

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
さ
い
ご
に

　

本
市
の
姉
妹
都
市
交
流
は
、
歴
史
的
背
景
を
土
台

に
、
偶
然
と
必
然
が
文
化
や
人
々
の
絆
を
深
め
る
役

割
を
果
た
し
て
き
た
。
国
際
社
会
の
変
化
に
対
応
し

な
が
ら
も
、
こ
の「
太
平
洋
を
越
え
た
絆
」を
次
世
代
へ

つ
な
げ
る
こ
と
が
先
人
と
の
無
言
の
約
束
で
あ
ろ
う
。

　

ミ
ス
・
ビ
ー
ド
ル
号
の
快
挙
は
、
淋
代
海
岸
の
滑

走
路
の
整
備
や
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
滞
在
に
係
る
世
話

な
ど
旧
三
沢
村
民
の
献
身
的
な
協
力
が
支
え
た
と
さ

れ
て
お
り
、
今
や
、
そ
れ
ら
が
土
台
と
な
っ
た
米
軍

基
地
と
の
共
存
共
栄
と
い
う
理
念
は
、
米
国
と
日
本

の
二
つ
の
文
化
が
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す

る
に
至
っ
た
本
市
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
し
て

深
く
根
付
き
、
姉
妹
都
市
交
流
に
と
ど
ま
ら
ず
国
際

交
流
の
源
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

こ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
受
け
継
ぐ
者
を
育

て
る
「
未
来
へ
の
投
資
」
の
在
り
方
の
模
索
を
続
け
、

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
続
け
る
こ
と
で
、
人
と
人
、

街
と
街
、
国
と
国
を
結
ぶ
架
け
橋
と
な
る
べ
く
尽
力

し
て
ま
い
り
た
い
。
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3寄稿

地
方
都
市
の
未
来
を
拓ひ

ら

く

「
宇
陀
×
エ
ス
ト
ニ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

奈
良
県
の
北
東
部
に
位
置
し
、
豊
か
な
自
然
と

歴
史
文
化
遺
産
に
恵
ま
れ
た
日
本
の
原
風
景
を
残

す
宇
陀
市
。
大
阪
ま
で
約
１
時
間
、
京
都
ま
で
約

１
時
間
半
と
、
都
市
圏
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
恵
ま
れ

て
い
な
が
ら
も
、
人
口
約
２
万
７
０
０
０
人
と
高

齢
化
と
と
も
に
人
口
減
少
が
続
い
て
い
る
。

　

多
く
の
行
政
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
公
民
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
、
令
和
４
年
11
月

に
「
宇
陀
市
公
民
連
携
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
を
設
立
。
同
時
に
、
全
国
初
の
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
を
行
っ
た
。
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
で
は
、

　

１
．�

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
の
取
り
組
み
を
起

点
と
し
た
農
と
食
の
活
性
化

　

２
．
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
の
推
進（
観
光
）

　

３
．
新
た
な
教
育
機
会
の
創
出

　

４
．
地
場
産
業
の
活
性
化
・
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
市
の
特
色
を
生
か
し
た
四
つ
の
テ
ー
マ
を
設
け
、

公
民
連
携
に
よ
り
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
。（
令
和
６
年
12
月
現
在
会
員
数　

71
）

　

そ
の
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
「
新
た
な
教
育
機
会

の
創
出
」
に
お
い
て
、
会
員
か
ら
エ
ス
ト
ニ
ア
の
教

育
と
エ
ス
ト
ニ
ア
と
日
本
を
つ
な
ぐ
企
業
の
紹
介

を
受
け
た
の
が
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
の
き
っ

か
け
で
あ
る
。

　
エ
ス
ト
ニ
ア
と
の
連
携

　

エ
ス
ト
ニ
ア
は
、
１
９
９
１
年
に
旧
ソ
ビ
エ
ト

連
邦
か
ら
独
立
回
復
し
た
国
で
、
今
や
最
先
端
の

Ｉ
Ｔ
国
家
で
あ
り
、
人
口
当
た
り
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
企
業
数
が
Ｅ
Ｕ
１
位
と
起
業
が
盛
ん
な
国
へ
独

立
か
ら
わ
ず
か
30
年
で
成
長
し
て
い
る
。
こ
の
背

景
に
は
、
独
自
の
政
策
や
エ
コ
シ
ス
テ
ム
環
境
が

あ
る
も
の
の
、
エ
ス
ト
ニ
ア
で
は
教
育
が
重
要
な

政
策
に
位
置
付
け
ら
れ
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ

プ
教
育
や
Ｉ
Ｔ
教
育
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
に
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
令
和
５
年
４
月
に
エ
ス
ト
ニ
ア

を
訪
問
し
、
幼
児
教
育
か
ら
高
等
、
専
門
教
育
と

い
っ
た
現
場
を
視
察
し
、
日
本
の
教
育
と
の
違
い
を

目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と
で
実
感
で
き
た
。
特
別
な

こ
と
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
へ
の
伝

え
方
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
に
日
本
と
違
い
が
あ

り
、
宇
陀
の
教
育
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
と
考
え
た
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
技
術
革
新
が
急
速
に
進
ん
で
い

く
中
で
、
今
の
子
ど
も
た
ち
が
社
会
に
出
て
活
躍
す

る
頃
に
は
、
今
あ
る
職
業
の
半
分
が
Ａ
Ｉ
に
取
っ
て

代
わ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
予
測
も
あ
る
。
予
測

困
難
な
時
代
を
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
、

子
ど
も
た
ち
に
は
、
指
示
を
待
つ
だ
け
で
な
く
、
好

奇
心
を
持
ち
、
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、
学
び
、
考
え
、

行
動
に
移
す
こ
と
の
で
き
る
力
、
い
わ
ゆ
る
ア
ン
ト

レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
本
市
で
は
エ
ス
ト
ニ
ア
と
連
携
し
、

エ
ス
ト
ニ
ア
の
教
育
を
宇
陀
に
取
り
入
れ
、
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
や
若
者
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
育
み
、
さ
ら
に
育
っ
た
人
材
が
宇

陀
で
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
、
全
国
に
例
の

な
い
本
市
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
進
め
て
い
る
。

宇う

だ陀
市
長（
奈
良
県
）　

金こ
ん
ご
う剛

一か
ず
と
し智
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特集　新たな一歩を踏み出す自治体の国際交流

　�

エ
ス
ト
ニ
ア
に
中
高
生
を
派
遣
！�

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
学
ぶ
！

　

エ
ス
ト
ニ
ア
を
紹
介
い
た
だ
い
て
、
半
年
後
の

令
和
５
年
７
月
に
は
、
エ
ス
ト
ニ
ア
の
サ
ー
レ
マ
ー

市
と
教
育
分
野
を
柱
と
し
た
交
流
と
協
力
を
進
め

る
基
本
合
意
書
を
締
結
し
た
。

　

同
時
に
、
公
募
に
よ
り
選
考
し
た
市
内
の
中
学

生
10
名
を
エ
ス
ト
ニ
ア
に
７
泊
10
日
で
派
遣
す
る

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
実
施
し
、
サ
ー
レ
マ
ー
高
校

で
の
短
期
集
中
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
将
来
を
考

え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
生
徒
会
長
か
ら
の
学

校
運
営
や
地
域
と
の
関
わ
り
方
、
地
元
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
か
ら
の
起
業
ス
ト
ー
リ
ー

な
ど
を
伺
っ
た
ほ
か
、
首
都
タ
リ
ン
で
も
、
ア
フ

タ
ー
ス
ク
ー
ル
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｔ
Ａ
（
ヴ
ィ
ヴ
ィ
タ
）
で

同
世
代
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
体
験
し
、
慣
れ
な
い
英
語
に
苦
戦
し
な
が
ら

も
、
自
ら
考
え
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て

い
た
。

　

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
仕
上
げ
と
し
て
、
エ
ス
ト

ニ
ア
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
聖
地
で
あ
る
Ｌ
Ｉ
Ｆ

Ｔ
99
（
リ
フ
ト
99
）
で
は
、
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
こ

の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
、
本

市
に
帰
っ
て
取
り
入
れ
た
い
こ
と
な
ど
を
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
、
充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体

験
し
た
。

　

令
和
６
年
８
月
に
も
２
回
目
と
な
る
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
を
実
施
し
て
お
り
、
10
名
の
中
学
生
を
派

遣
し
、
サ
ー
レ
マ
ー
高
校
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
他
、

タ
リ
ン
工
科
大
学
ク
レ
ッ
サ
ー
レ
校
な
ど
連
携
先

も
増
え
、
さ
ら
に
充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験

し
て
い
る
。

　

帰
国
後
の
子
ど
も
た
ち
は
、
臆
せ
ず
に
発
言
し
、

生
徒
会
活
動
な
ど
に
関
心
を
持
つ
な
ど
積
極
性
が

高
ま
り
、
将
来
の
具
体
的
な
目
標
も
持
ち
、
成
長

し
て
い
る
こ
と
が
感
じ
取
れ
た
。

　

ま
た
本
年
度
は
、
サ
ー
レ
マ
ー
高
校
のIvo

・

V
isak

（
イ
ヴ
ォ
・
ヴ
ィ
サ
ク
）校
長
や
エ
ス
ト
ニ
ア

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
応
用
科
学
大
学
の

A
ndrus

・Pedai

（
ア
ン
ド
リ
ュ
ウ
ス
・
ペ
ダ
イ
）

学
長
ら
も
本
市
を
訪
れ
、
教
育
関
係
者
と
の
意
見

交
換
や
、
特
別
講
演
を
開
催
す
る
な
ど
、
エ
ス
ト
ニ

ア
と
の
交
流
に
よ
り
得
た
知
見
を
基
に
、
宇
陀
に
い

て
も
学
び
た
い
子
が
学
べ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
よ
り
多
く
の
市
民
に
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

知
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
も
進
め
て
き
た
。

　
エ
ス
ト
ニ
ア
企
業
と
連
携
　
企
業
誘
致
を
！

　

エ
ス
ト
ニ
ア
を
紹
介
い
た
だ
い
た
１
年
後
と
な

る
令
和
６
年
１
月
に
は
、
現
地
の
自
律
走
行
配
送

ロ
ボ
開
発
企
業
で
あ
る
ク
レ
ボ
ン
と
エ
ス
ト
ニ
ア

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
応
用
科
学
大
学
、
本

市
と
エ
ス
ト
ニ
ア
を
つ
な
い
で
き
た
人
材
育
成
企

業
ネ
ク
ス
ト
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
４
者
に
よ
り
基

サーレマー高校イヴォ校長による研修プログラム

CLEVON社等とMOU締結
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本
合
意
書
を
締
結
し
た
。

　

こ
の
基
本
合
意
書
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
分
野
の
高

度
な
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
育
成
を
目
的
と
し
た
３
年

間
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
「Clevon A

cadem
y

（
ク

レ
ボ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
）」
の
開
校
に
向
け
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
、
現
在
開
校

を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
は
学
術
研
究
と
実
践
的
な
実
習

を
組
み
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
工

学
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
価
値
創
造
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
人
材
の

育
成
を
目
指
し
て
お
り
、
エ
ス
ト
ニ
ア

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
応
用
科
学

大
学
の
学
位
修
得
も
予
定
し
て
い
る
。

も
と
も
と
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
不
足

す
る
技
術
者
を
自
社
で
養
成
す
る
た
め
、

ク
レ
ボ
ン
が
エ
ス
ト
ニ
ア
人
を
対
象
に

開
校
し
て
い
た
も
の
だ
が
、
日
本
人
の

留
学
参
加
も
視
野
に
入
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
新
た
に
作
成
す
る
な
ど
、
技
術
者
育

成
を
進
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

学
生
募
集
や
現
地
と
の
調
整
は
、
令

和
６
年
７
月
に
本
市
に
設
立
さ
れ
た
新

会
社
が
行
い
、
全
国
か
ら
募
集
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
。
本
市
と
し
て
は
、

市
内
か
ら
参
加
す
る
学
生
に
は
支
援
を

行
い
、
参
加
し
や
す
い
環
境
を
整
え
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
す
る
こ
と

で
、
ア
カ
デ
ミ
ー
で
学
ん
だ
人
材
が
宇
陀
で
活
躍

で
き
る
よ
う
、
市
内
へ
の
ク
レ
ボ
ン
誘
致
に
向
け

協
力
す
る
こ
と
も
基
本
合
意
し
て
い
る
。

　�

過
疎
地
域
か
ら
日
本
を
変
え
る�

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
！

　

こ
の
よ
う
に
本
市
で
は
、
最
先
端
の
Ｉ
Ｔ
国
家

で
あ
り
、
起
業
活
動
が
盛
ん
な
エ
ス
ト
ニ
ア
と
交

流
す
る
機
会
を
、
市
内
の
子
ど
も
た
ち
や
若
者
に

提
供
す
る
こ
と
で
、
国
際
的
な
視
野
を
広
げ
る
と

と
も
に
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
精
神
を
育

み
、
社
会
の
中
で
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
人
材

の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　

今
後
、
未
来
を
支
え
て
い
く
子
ど
も
た
ち
は
、

自
ら
課
題
を
見
つ
け
、
学
び
、
考
え
、
行
動
に
移

す
こ
と
の
で
き
る
力
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
力
を
育
ん
で
い
く
た
め
に
も
、
市
内
で
実

践
で
き
る
場
、
活
躍
で
き
る
場
も
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
エ
ス
ト
ニ
ア
と
の
交
流
で
得
た
知
見
を
基

に
、
宇
陀
市
版
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育

の
環
境
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
関
連
企
業
の

誘
致
や
起
業
家
育
成
支
援
も
行
っ
て
い
く
方
針
で

あ
る
。

　

こ
の「
宇
陀
×
エ
ス
ト
ニ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、

単
な
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
な
く
、
宇
陀
の
将

来
、
ま
ち
を
支
え
、
日
本
、
ひ
い
て
は
世
界
を
け

ん
引
し
て
い
く
人
材
を
宇
陀
か
ら
育
成
し
て
い
く

こ
と
、
そ
し
て
こ
の
宇
陀
モ
デ
ル
の
学
び
の
環
境

を
求
め
、
関
係
人
口
が
増
加
し
、
子
育
て
世
代
の

移
住
定
住
促
進
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
る
。
宇
陀
の
挑
戦
が
、
同
じ
問
題
を
抱
え

る
過
疎
地
域
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
り
、
日
本
の

過
疎
を
変
え
る
起
爆
剤
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。「
小
さ
な
ま
ち
宇
陀
で
も
で
き
る
な
ら
」
と

思
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

CLEVON社見学
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4寄稿

友
好
の
絆
を
次
の
世
代
へ

～
ド
イ
ツ
・
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
市
と
の
姉
妹
都
市
盟
約
締
結
50
周
年
を
迎
え
て
～

　
は
じ
め
に

　

鳴
門
市
は
四
国
の
東
部
、
徳
島
県
の
東
北
端
に
位

置
し
て
お
り
鳴
門
海
峡
を
隔
て
て
淡
路
島
に
対た
い
じ峙

し
、
本
州
と
結
ぶ
四
国
の
東
玄
関
を
成
し
て
い
る
。

本
市
の
北
部
は
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
北
に
播
磨
灘
、
東
に
紀
伊
水
道
を
望
む
。
鳴

門
海
峡
の
急
流
と
逆
巻
く
渦
潮
で
そ
の
名
を
知
ら
れ

た
景
勝
地
で
あ
り
、
名
勝「
鳴
門
」と
し
て
指
定
を
受

け
て
い
る
。
江
戸
時
代
初
期
に
塩
づ
く
り
が
始
ま

り
、
そ
の
後
、
塩
は
阿
波
の
三
大
産
業
と
し
て
徳
島

藩
の
主
要
産
物
と
な
る
ま
で
に
発
達
し
、
市
内
に
は

昭
和
40
年
代
ま
で
塩
田
が
広
が
っ
て
い
た
。
こ
の

「
製
塩
」が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
、
本
市
は
ド
イ
ツ

の
都
市
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
市
と
出
会
い
、
令
和
６
年

に
姉
妹
都
市
盟
約
締
結
か
ら
50
年
と
い
う
節
目
を
迎

え
た
。

　
日
独
交
流
の
始
ま
り

　

本
市
が
ド
イ
ツ
と
関
係
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た

き
っ
か
け
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
時
に
さ
か
の
ぼ

る
。
当
時
、
日
本
は
日
英
同
盟
に
基
づ
き
、
大
正
３

年
８
月
に
ド
イ
ツ
に
宣
戦
を
布
告
し
、
ド
イ
ツ
の
租

借
地
で
あ
っ
た
中
国
・
青
島
を
攻
撃
。
こ
の
戦
い
に

よ
り
、
約
４
７
０
０
人
の
ド
イ
ツ
兵
が
捕
虜
と
し

て
、
日
本
国
内
の
収
容
所
に
送
ら
れ
、
そ
の
後
、
大

正
６
年
に
新
設
さ
れ
た
板ば
ん
ど
う東

俘ふ
り
ょ虜

収し
ゅ
う
よ
う
し
ょ

容
所
（
現
在
の

鳴
門
市
大
麻
町
板
東
）
に
、
約
１
０
０
０
人
の
捕
虜

が
収
容
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

収
容
所
所
長
で
あ
る
松ま
つ
え江

豊と
よ

壽ひ
さ

を
は
じ
め
と
す
る

職
員
は
、
ド
イ
ツ
人
捕
虜
に
対
し
て
人
道
的
な
処
遇

を
行
い
、
所
内
で
は
酪
農
や
乳
製
品
の
製
造
、
音
楽
、

製
パ
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
認

め
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
捕
虜
た
ち
は
ド
イ
ツ
の
優
れ

た
技
術
や
西
欧
文
化
を
地
域
住
民
に
伝
え
、
国
境
を

越
え
た
温
か
い
交
流
を
繰
り
広
げ
た
。
音
楽
の
分
野

で
は
、
収
容
所
内
外
で
１
０
０
回
以
上
も
の
コ
ン

サ
ー
ト
が
催
さ
れ
、
大
正
７
年
６
月
１
日
に
は
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン「
第
九
」交
響
曲
の
演
奏
会
が
ア
ジ
ア
で

初
め
て
全
曲
演
奏
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
数
々
の
活
動
を
生
ん
だ
板
東
俘
虜
収
容

所
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
戦
後
処
理
が
終
了
し
た

こ
と
に
伴
い
、
大
正
９
年
に
閉
鎖
さ
れ
た
。
そ
れ
か

ら
約
40
年
が
た
っ
た
昭
和
35
年
、
ド
イ
ツ
兵
が
建
て

た
慰
霊
碑
を
守
っ
て
い
た
地
元
住
民
の
髙た
か
は
し橋

春は
る
え枝

さ

ん
ら
が
新
聞
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
活
動
が
ド

イ
ツ
に
伝
わ
り
、
そ
れ
を
知
っ
た
元
捕
虜
か
ら
板
東

の
近
況
を
尋
ね
る
手
紙
と
当
時
の
写
真
や
物
品
が
届

く
よ
う
に
な
る
な
ど
、
両
者
の
交
流
が
再
開
。
本
市

は
昭
和
47
年
、
住
民
と
ド
イ
ツ
兵
と
の
友
愛
の
歴
史

を
伝
え
、
継
承
す
る
た
め
、
ド
イ
ツ
館
を
建
設
し
た
。

そ
の
後
、
こ
の
日
独
交
流
を
さ
ら
に
一
歩
進
め
よ
う

と
ド
イ
ツ
の
都
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
を
計
画
。
人

口
規
模
が
ほ
ぼ
等
し
く
、
本
市
と
同
じ「
製
塩
」で
栄

え
た
歴
史
の
あ
る
観
光
都
市「
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
市
」

に
白
羽
の
矢
が
立
ち
、
昭
和
49
年
４
月
、
両
市
は
姉

妹
都
市
提
携
盟
約
書
に
調
印
し
、
現
在
に
至
る
友
好

交
流
の
歴
史
が
始
ま
っ
た
。

　
半
世
紀
に
わ
た
る
姉
妹
都
市
交
流

　

姉
妹
都
市
交
流
事
業
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
親
善
使
節
団
の
相
互
派
遣
で
あ
る
。
盟
約
締
結

か
ら
半
年
後
に
、
最
初
の
使
節
団
と
し
て
50
人
の
鳴

鳴な
る
と門

市
長（
徳
島
県
）　

泉い
ず
み　
理み

ち
ひ
こ彦
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門
市
民
が
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
市
を
訪
問
し
、
翌
年
に

は
21
人
の
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
市
民
か
ら
な
る
使
節
団

が
来
日
。
そ
れ
か
ら
50
年
の
間
、
隔
年
で
の
相
互
訪

問
を
続
け
、
使
節
団
員
と
し
て
互
い
の
街
を
行
き
来

し
た
両
市
民
の
数
は
、
延
べ
１
６
０
０
人
以
上
を
数

え
る
。
両
市
の
使
節
団
に
は
、
双
方
共
に
市
長
や
市

議
会
議
員
が
同
行
す
る
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
お

り
、
年
１
回
、
行
政
お
よ
び
議
会
の
代
表
者
が
、
姉

妹
都
市
の
関
係
者
と
顔
を
合
わ
せ
て
意
見
交
換
す
る

貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
両
市
の
姉
妹
都
市
交
流
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
で
あ
る
の
が
、
鳴
門
日
独
友
好
協
会
と

リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
独
日
協
会
で
あ
る
。
主
に
、
親
善

使
節
団
に
参
加
し
た
市
民
か
ら
な
る
こ
の
二
つ
の
任

意
団
体
は
、
市
民
交
流
の
先
頭
に
立
っ
て
、
そ
の
発

展
に
尽
力
し
て
お
り
、
両
協
会
な
く
し
て
は
現
在
の

よ
う
な
市
民
主
体
の
活
発
な
交
流
は
実
現
し
な
か
っ

た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
親
善
使
節
団
が
訪

問
し
た
際
に
は
、
受
け
入
れ
側
の
協
会
会
員
が
「
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
と
し
て
、
ゲ
ス
ト
で
あ
る
使
節

団
員
を
一
日
お
も
て
な
し
す
る
こ
と
が
恒
例
と
な
っ

て
い
る
。
共
に
時
間
を
過
ご
す
こ
と
で
、
深
い
友
情

が
生
ま
れ
、
翌
年
に
は
多
く
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

が
使
節
団
員
と
し
て
相
手
方
を
訪
問
し
、
前
年
の
お

礼
と
な
る
お
も
て
な
し
を
受
け
、
ま
た
一
段
と
友
情

が
深
ま
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
両
市
民
の
姉
妹
都
市
交
流
に
対

す
る
理
解
と
熱
意
の
た
ま
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
市
と
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
市
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
と
市
民
が
継
続
的
に
連
携
し
て
お

り
、
こ
れ
が
安
定
的
な
関
係
の
基
盤
と
な
っ
て
い

る
。
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
友
好
交
流
を
育
む
こ
と
が

で
き
た
こ
と
は
、
こ
う
し
た
仕
組
み
と
、
何
よ
り
両

市
民
の
熱
意
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
な
る
と
「
第
九
」

　

リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
市
と
の
友
好
交
流
の
他
に
も
、

板
東
俘
虜
収
容
所
は
本
市
に
数
々
の
文
化
遺
産
を
残

し
た
。
そ
の
一
つ
が
、先
述
の
ア
ジ
ア
初
演
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン「
第
九
」交
響
曲
演
奏
会
で
あ
る
。
史
実
に
基

づ
き
、
本
市
で
は
６
月
１
日
を「
第
九
の
日
」と
定
め
、

昭
和
57
年
か
ら
原
則
毎
年
６
月
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

「
第
九
」
交
響
曲
演
奏
会
を
開
催
し
て
い
る
。
初
演
の

地
で「
第
九
」を
歌
お
う
と
、
県
内
の
合
唱
団
員
に
加

え
て
、
毎
回
全
国
か
ら
１
０
０
名
を
超
え
る
合
唱
団

員
が
参
加
し
、
素
晴
ら
し
い
歌
声
を
響
か
せ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
初
演
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
平
成
30
年
に

は
、
ド
イ
ツ
兵
捕
虜
の
子
孫
や
日
独
交
流
関
係
者
も

多
数
集
ま
り
、
盛
大
に
記
念
演
奏
会
を
開
催
し
た
。

　

本
市
で
は
、
こ
う
し
た
歴
史
を
後
世
に
引
き
継
ぐ

べ
く
、
小
学
生
が
文
化
や
歴
史
を
学
ぶ
「
第
九
学
習
」

や
、
友
愛
の
歴
史
を
平
和
学
習
と
し
て
結
び
付
け
た

教
育
旅
行
誘
致
な
ど
の
推
進
を
行
い
、「
な
る
と
第

九
」ブ
ラ
ン
ド
を
世
界
に
発
信
し
て
い
る
。

　
50
周
年
を
迎
え
て

　

こ
う
し
て
迎
え
た
姉
妹
都
市
盟
約
締
結
50
周
年
。

本
市
で
は
、
使
節
団
相
互
派
遣
事
業
に
参
加
し
た
青

少
年
の
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
た
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク

の
制
作
や
、
市
内
の
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の

給
食
で
ド
イ
ツ
料
理
を
提
供
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
記
念
行
事
を
実
施
し
、
市
民
が
参
画
す
る
機
会
をリューネブルク市カーリッシュ市長と

鳴門市ドイツ館



39 市政 FEBRUARY 2025

特集　新たな一歩を踏み出す自治体の国際交流

創
出
す
る
と
と
も
に
、
姉
妹
都
市
交
流
の
周
知
啓
発

に
努
め
て
い
る
。

　

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
な
っ
た
の
は
、
令
和
６
年
８

月
、
第
24
回
鳴
門
市
姉
妹
都
市
親
善
使
節
団
に
よ
る

リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
市
訪
問
で
、
共
同
団
長
を
務
め
る

私
と
鳴
門
日
独
友
好
協
会
会
長
を
含
め
51
名
と
い
う

大
所
帯
と
な
っ
た
。
現
地
で
は
両
市
民
そ
ろ
っ
て
50

周
年
の
節
目
を
盛
大
に
祝
い
、
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
市

カ
ー
リ
ッ
シ
ュ
市
長
と
共
に
今
後
も
末
永
く
交
流
す

る
こ
と
を
誓
っ
た
。　

ま
た
、
中
高
生
15
名
の
青
少

年
使
節
団
員
は
、
10
日
間
に
わ

た
っ
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な

が
ら
、
学
校
で
の
授
業
や
行
事

に
参
加
し
、
異
文
化
理
解
を
深

め
た
。
平
成
25
年
か
ら
姉
妹
都

市
交
流
の
末
永
い
継
続
を
目
的

に
、
青
少
年
枠
を
設
け
、
こ
れ

ま
で
に
本
市
か
ら
５
回
59
人
、

リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
市
か
ら
４
回

46
人
が
参
加
し
、
若
い
世
代
に

お
い
て
も
姉
妹
都
市
交
流
が
身

近
な
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

今
回
、
参
加
し
た
青
少
年
か
ら

「
未
来
の
交
流
の
懸
け
橋
に
な

り
た
い
」
や
「
こ
の
経
験
を
両
市

の
長
期
的
な
交
流
に
つ
な
げ
た

い
」と
い
っ
た
う
れ
し
い
感
想
が

聞
か
れ
、
同
事
業
が
、
本
市
の

青
少
年
の
国
際
感
覚
を
養
う
だ

け
で
な
く
、
未
来
の
姉
妹
都
市

交
流
の
担
い
手
育
成
に
寄
与
し

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。

　
お
わ
り
に

　

本
市
は
他
に
も
、
二
つ
の
海
外
の
都
市
と
友
好

交
流
を
行
っ
て
い
る
。
中
国
の
張ち
ょ
う
か
か
い

家
界
市
と
は
、
現

地
の
音
楽
祭
に
本
市
の
阿
波
踊
振
興
協
会
が
参
加

し
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
、
平
成
23
年
10
月
に
友

好
都
市
提
携
を
締
結
し
、
学
生
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交

流
や
そ
れ
ぞ
れ
の
観
光
地
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
日
本
と
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
間
で
初
め
て
の

友
好
提
携
と
な
っ
た
ナ
ラ
ヤ
ン
ガ
ン
ジ
市
と
は
、
本

市
の
企
業
が
同
市
に
進
出
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
令
和
５
年
３
月
に
友
好
都
市
協
定
を
締

結
。
人
材
交
流
の
活
発
化
な
ど
経
済
面
で
の
交
流

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
官
民
一
体
と

な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
た
交
流
活

動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

　

各
都
市
と
の
友
好
の
歴
史
は
、
本
市
に
と
っ
て

誇
る
べ
き
宝
で
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
国
際
交
流
を
体
験
す
る
こ
と
が
容

易
に
な
り
、
さ
ら
に
広
が
り
を
見
せ
る
も
の
と
期

待
し
て
い
る
。
交
流
事
業
に
参
加
し
た
市
民
か
ら

は「
鳴
門
市
の
良
さ
を
再
認
識
し
た
」「
鳴
門
市
に
愛

着
と
誇
り
を
持
ち
た
い
」
と
い
う
言
葉
が
聞
か
れ
、

姉
妹
都
市
提
携
を
通
じ
た
国
際
交
流
か
ら
得
ら
れ

る
も
の
は
多
い
。
人
口
減
少
が
進
む
中
、
歴
史
あ

る
姉
妹
都
市
交
流
を
郷
土
愛
の
醸
成
に
つ
な
げ
る

と
と
も
に
、
今
後
も
友
好
の
絆
を
深
め
、
次
の
世

代
に
継
承
し
て
い
き
た
い
。
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